
第１回敦賀警察署協議会 

開 催 日 時 令和７年５月１９日（木）午後３時００分から 

開 催 場 所 敦賀警察署 ４階講堂 

出 席 者 
敦賀警察署協議会員７名 

敦賀警察署員署長以下１０名 

協議会の概要 

１ 委嘱状交付 

２ 協議会会長挨拶 

３ 警察署長挨拶 

４ 警察署幹部自己紹介 

５ 協議会委員自己紹介 

６ 警察署業務説明 

(1) 警務課 

(2) 会計課 

(3) 生活安全課 

(4) 刑事課 

(5) 交通課 

(6) 警備課 

(7) 地域課 

７ 質疑応答 

【委員】 

認知と検挙とは、その違いをどう解釈すればよいか。 

  【警察】 

例えば、認知は、自転車を盗まれた、家の中に入られましたというように

被害届を受理、つまり犯罪被害を認知したということである。 

また、検挙というのは、犯人を逮捕したり、逮捕でなくても犯人を特定し

て、事件を解決したことを検挙としている。 

 

【委員】 

   警察官は、現場の人と全国を回っておられる方の区別はあるか。仲良くな

るといつの間にかいなくなるイメージがある。 

  【警察】 

   福井県警で採用されれば、基本的に県内の警察署、あるいは警察本部で勤

務することとなる。その中には警察庁または中部管区警察局に出向すること

もある。 

   現在、すべての警察職員ではないが、概ね本人の希望通りの地域で勤務で

きるような環境になってきている。 

 



  【委員】 

   仕事の関係で、インターネットの詐欺被害に関する相談を受けている。そ

のような事案は多いのか。 

  【警察】 

  警察でも同様の相談を受けているが、警察に届け出るというのは、氷山の

一角ではないかと思う。 

   詐欺被害に遭わないような広報のやり方としては、年代に合わせて行う必

要があると感じており、例えば、高校生であれば高校へ、高齢者であれば集

会等に出向いて広報を行いっていく。犯罪者集団は、最新の手口を考えてや

っているので、警察としても最新の手口の広報を行っていく。 

 

  【委員】 

  信号機によって、それぞれ時間が違う。時差式はどのようにして決まるの

か。 

  過去に事故のあった交差点が、歩車分離式になり、車が交差点を通る時間

が短くなった気がする。 

また今でも歩行者の信号が青に変わると誤って発進する車がある。子供

は、歩行者用の信号機が青になって歩道に出てくるので、すごく危ないと思

い、何かもっとわかるようにするとよいのではないかと思う。 

  【警察】 

  時差式の関係は、道路の交通量によって決めている。車の時間が足りなり

というのは、歩車分離となり、通常、２サイクルのところ、車、車、歩行者

と３サイクルとなり、１サイクル増えるので、その時間が増える。すると、

どこかを削らないといけなくなり、車の時間を削ると、短く感じてしまうの

で、歩車分離では仕方ないところがある。今後、地区からのご要望をいただ

いて、秒数を変えることも検討したい。 

  また、歩行者の信号が青になった際、車が発進することについては、警察

官が立つなどして注意を促すなどしており、今後も継続していく必要がある

と感じている。 

 

  【委員】 

   特殊詐欺の被害が、すでに２０４０万円の被害があると聞いて驚いた。聞

いた話ではあるが、高齢者が騙されて現金を振り込んでしまったけれども、

若い者に言うと怒られてしまうから、黙っているという話を聞いたことがあ

る。高齢者の方に向けての注意喚起は、どのようにしているか教えていただ

きたい。 

  【警察】 

  例えば、警察官が、高齢者の会合があるときに公民館などへ赴き、チラシ

などを配って、最新の詐欺の手口などを説明し注意喚起を行っている。 

  最近、警察や銀行などを騙る事例が多くなっており、海外からの電話が大



変多くなっている。 

固定電話への対策は、国際電話がかかってこないようにする取り組みを行

っている。具体的には、応募の紙を書いていただいて、警察でとりまとめ、

受付センターに送るなどしている。 

  携帯電話への対策は、国際電話をシャットダウンしたり、データベースと

照合して詐欺の電話と判るものは警告したりするようなアプリがある。多少

の月額費用がかかるが、詐欺被害に遭わないために検討してほしい。 

  さらにコミュニケーションアプリを通じて、警察官の恰好をして、偽の警

察手帳を示して信用させるという、警察官騙りの詐欺もある。こちらについ

ては、事業所内等で使用しているツールを使用して、偽の警察官の画像を流

して、「こういう詐欺がありますよ。」などと広報している。 

 

  【委員】 

  検挙という言葉があったが、検挙とか逮捕という言葉の意味の違いについ

て教えていただきたい。 

それから、警察庁と警視庁の違いについて教えてほしい。 

  最後に、市内の信号機について、以前は押しボタン式であったものが、時

間で変わるものに変更になった。何故そちらに変わったのか、わかれば教え

ていただきたい。 

  【警察】 

検挙と逮捕の違いですけども、検挙は解決したと考えてもらえばいいと思

う。逮捕は、人の身柄を拘束することである。 

警察庁と警視庁の区別であるが、警視庁は東京都の警察であり、我々と同

じようなものである。警察庁は、各都道府県の警察のとりまとめの組織にな

る。 

信号機が変更になった理由については、詳しくはわからないが、地区住民

との話し合い等により決めている。 

 

  【委員】 

行政の補助もあり、防犯カメラを集落に設置することになった。集落の近

くには、コンビニもありませんし、犯罪が起きても何の証拠も残らないので、

防犯のために結構いいのかなと思う。 

  【警察】 

 防犯カメラがないところは、なかなか犯人にたどり着くのは難しくなるの

で、是非設置していただきたいと思う。 

 

８ 公安委員講評 

  私も、昨年１０月から、公安委員会の委員として県から依頼があり受けさせ

ていただいている。委員になるまでは、警察の活動について、あまり理解して

いなかったが、いろいろ報告を受けていると本当に苦労しているのが、よくわ



かり心からありがいという思いである。 

  詐欺については、ほんとに憎むべき犯罪である。知人で振り込み詐欺に遭っ

た方がいるが、我々もその方に何回か引き留め注意喚起したが、我々の言葉よ

り電話の優しい言葉を信用してしまうというようなことが起きている。皆様に

は、とにかく一人住まいの者が近くにいたら声掛けをお願いしたい。新聞もテ

レビも見ていないような方たちに、優しい声で電話があると本当に信用してし

まう。私は詐欺に騙されないと言っている方が、被害に遭われることがある。 

  委員の皆さまが、活発な意見交換をしていただき、住みやすく安心で安全な

街にしていただきたいと思う。 

 

 

 


